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ヘテロ原子含有π共役化合物の合成と機能 

〜ベンゼン(六角形)をヘテロ環や正多角形に置き換える〜 
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 炭素原子が六角形格子構造に配列したシート状物質をグラフェンといい、その性質に関する研究

は盛んに行われている。その一部を切り出した構造(ベンゼンが複数縮環した炭化水素)を多環芳香族

炭化水素(PAH)と呼ぶ。PAHは縮環したベンゼン数および縮環形式に応じて電子的、光学的性質だけ

でなく、固体での凝集状態も変化するため様々なPAHが研究されている。PAHの一部のベンゼン環を

ヘテロ芳香環や正多角形に置き換えたPAHは導入したヘテロ原子による電子的影響や正多角形を置き

換えたことによる構造変化が期待でき、ベンゼンのみからなるPAHとは異なる性質を示す。最近、

我々は(1) 八員環を含む分子ヘテロ[8]サーキュレンの化学[1,2]、(2) ピリジン縮環PAHの機能開拓：イ

ミン型窒素導入の効果という二つの課題について取り組んできた。講演ではこれまでの研究内容と共

に本学で今後展開する予定の研究についても言及したい。 
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Webexでも中継します。 

https://hyougo-u.webex.com/meet/koto_k012 
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